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写真や図を中心にみる

琉球の農作物主要病害虫 ⑲
都合によって,二カ年間中止 していましたこの記事

杏,ふたたび続 けさせていただきます｡なお,紙面の

節合上,不規則 になることをご了承下 さい｡

病 害

イ ンゲ ンマ メの 白網病

宿主 :160種類 あまりの植物 をおか し,作物では,

とくにスイカ,キウリ,カボチ ャ,マクワウリ, トマ

ト,サツマイモ,ジャガイモ,ダイコン, タマナ,イ

ンゲンマメ,ダイズ,ナスなどがおかされやすい｡

発生 :夏 から秋 にかけて多 く発生す る｡

病徴 :普通,地際の茎 に発生す る｡被害部 は,は じ

め白色,絹糸状の菌糸でおおわれ,のちその上にナタ

ネ種子大の濃 い茶色の菌核 を生ず る｡病 はん部 は,た

だれて乾腐 し,茎葉 は, しおれて枯れ る｡

病菌 :この病菌 は,濃 い茶色の菌核 をつ くり,その

上には,まれに担胞子 をつ くる｡菌核 の大 きさは0.8

-2.3 ミリメー トルで,内部 は白色｡この病菌の発育

の最適温度 は,32-33℃ ,最高温度は38℃ ,最

低温度 は 13℃ .菌核 は,室内では 10カ年,野外で

は5-6カ年生存す ることがで きるといわれているO

防除 :

1.病棟は,菌核 がで きる前に除 いて焼却 し,そのあ

と及び附近の地面に昇東 または水銀製剤の1,000

倍液 を散布す る.

1,発病 しは じめたら,ウスプル ンの 800倍液 を病

朗部 に散布す ると効果 があるO (葉 にかけないこ

と)｡

1. セ レサ ン石灰,ルベロン石灰, リオゲンダス トな

どを 10アールあたり3-4kg散布す る｡

1.小面積 の畑 では,植付 3週間前にクロルピクリン

で土壌 を消毒 して植付 けるとよい｡ (田盛正雄)

写 真 説 明

1図･自損病におかされたインゲンマメの病棟

2図･地際部の茎の上にできた菌核

3図･病班の切片から出た菌糸体

4図 ･担子器と担子胞子を,100倍の顕微鏡で写す


